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は
じ
め
市
内
の
事
業
所
で
働
く
か
た
の
交

流
や
会
議
に
ご
使
用
い
た
だ
く
施
設
で
す
。

　

市
内
に
は
十
二
の
集
会
所
が
あ
り
、「
芦

屋
市
地
区
集
会
所
運
営
協
議
会
連
合
会
」

を
構
成
し
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
指
定
管

理
者
と
し
て
本
市
と
協
定
を
結
び
、
地
区

集
会
所
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
集
会
所
は
、
地
域
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、

地
域
の
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
・
子
ど
も

会
な
ど
の
地
域
団
体
の
役
員
で
構
成
さ
れ

た
地
区
集
会
所
運
営
協
議
会
が
自
主
運

営
・
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
に
気

持
ち
よ
く
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
「
使

用
の
ル
ー
ル
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ご
使
用
に
当
た
っ
て
は
こ
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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■■
三
カ
月
前
の
日
を
含
む
月
の
一
日
か
ら
、

　

先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

■■
休
館
日
を
除
く
午
前
中
に
、
各
集
会
所

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■■
直
接
午
前
中
に
、
利
用
す
る
集
会
所
の

　

空
き
室
状
況
を
確
認
し
、
所
定
の
申
込

　

用
紙
に
記
入
後
に
利
用
許
可
と
な
り
ま

　

す
。

■■
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
予
約
・
仮
受

　

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

■■
午
前
九
時
の
時
点
で
競
合
し
た
場
合
は

　

抽
選
を
行
い
ま
す
。
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■■
利
用
許
可
を
受
け
た
か
た
は
、
利
用
料

　

金
を
前
納
し
て
く
だ
さ
い
。

■■
利
用
料
金
は
、
各
集
会
所
ま
た
は
市
民

　

参
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■■
市
民
会
館
指
定
団
体
・
社
会
教
育
関
係

　

登
録
団
体
、
ま
た
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

　

登
録
さ
れ
た
福
祉
団
体
が
公
共
的
活
動
・

　

社
会
教
育
活
動
・
福
祉
に
関
す
る
活
動
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現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
、
十
一
月
三
十
日
で

す
。
十
二
月
一
日
か
ら
の
新
し
い
被
保
険

者
証
は
、
十
一
月
中
旬
か
ら
簡
易
書
留
郵

便
で
順
次
お
届
け
し
ま
す
。

※
十
二
月
一
日
以
降
に
七
十
五
歳
の
誕
生

　

日
を
迎
え
る
か
た
は
、
有
効
期
限
が
誕

　

生
日
の
前
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
七
十

　

五
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
、
市
か
ら
お
送

　

り
す
る
〈
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

　

証
〉
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
は
、
国
民
健

　

康
保
険
に
加
入
の
世
帯
主
ま
た
は
家
族

　

の
か
た
が
六
十
五
歳
と
な
る
月
の
月
末

　

ま
で
で
す
。
現
在
の
被
保
険
者
証
が　

　
「
退
本
人
」「
退
扶
養
」表
示
で
、平
成
二

　

十
二
年
十
二
月
一
日
ま
で
に
六
十
五
歳

　

に
な
る
か
た
の
更
新
証
は
、「
一
般
」
表

　

示
で
お
送
り
し
ま
す
。
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改
正
臓
器
移
植
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

被
保
険
者
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
の
意
思

表
示
欄
を
設
け
ま
し
た
。
臓
器
提
供
に
関

す
る
意
思
の
記
入
は
任
意
で
す
。
ま
た
、

記
入
の
有
無
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
医
療
に

違
い
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■■���������	
����

　

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
か
た
が
、

他
の
健
康
保
険
へ
加
入
さ
れ
た
と
き
な
ど

は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
脱
退
す
る
届
け

出
が
必
要
で
す
。

　

届
け
出
が
な
い
と
、
保
険
料
の
重
複
や
、

医
療
費
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
ど
の
健
康
保
険
に
も
加
入

し
て
い
な
い
か
た
は
、
国
民
健
康
保
険
へ

の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
速

や
か
に
加
入
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
の
負
担
の
公
平
を
図
り
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
に
資

す
る
た
め
、
納
期
限
後
一
年
を
経
過
し
て

も
な
お
保
険
料
に
未
納
の
あ
る
か
た
に
は
、

被
保
険
者
証
に
代
え
て
、
短
期
被
保
険
者

証（
四
カ
月
の
有
効
期
限
）や
被
保
険
者
資

格
証
明
書（
医
療
費
全
額
自
己
負
担
後
、一

定
割
合
を
償
還
払
い
）を
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
保
険
料
に
未
納
の
あ
る
か

た
は
、
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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�����　阪神間都市計画（芦屋国際文化住宅都市建設計画）
　　　　　　地区計画の決定〈船戸町地区地区計画（市決定）原案〉
�����　11月22日～12月6日・平日の執務時間内
�����　都市計画課
��������

　この案について、土地に
関する利害関係者は縦覧期
間中に芦屋市長宛に意見書
を提出（上記縦覧場所へ）す
ることができます。
　意見書は、個人情報以外
は都市計画審議会の資料と
して公表されます。
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在学証明書または学生証の写し
（就学のため芦屋市を離れるかた）

・印鑑
・被保険者証（カード）
・高齢受給者証
　（70歳～74歳までのかた）

芦屋市から
　転出するとき

�
�
�

新しい健康保険の被保険者証他の健康保険に
　加入したとき

―・印鑑
・年金証書
　（65歳までのかた）

芦屋市へ
　転入したとき

�
�
�

健康保険資格喪失証明書他の健康保険を
　脱退したとき

　

を
行
う
と
き
は
、
減
免
に
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
時
に
、
当
該
団
体
で
あ
る
こ
と

　

を
証
す
る
書
類
等
を
提
示
く
だ
さ
い
。
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■■
集
会
所
で
の
火
気
の
使
用
は
で
き
ま
せ

　

ん
。

■■
全
館
禁
煙
で
す
。

■■
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
占
有
使
用
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

■■
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■■
他
の
使
用
者
の
迷
惑
に
な
る
行
為
は
控

　

え
、
楽
し
く
使
用
で
き
る
よ
う
に
努
め

　

て
く
だ
さ
い
。

■■
ご
利
用
に
際
し
て
は
、
管
理
人
の
指
示

　

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■■「
深
夜
」の
使
用
に
つ
い
て
は
、
葬
儀
に

　

関
す
る
使
用
の
み
に
限
っ
て
、
竹
園
集

　

会
所
を
除
く
、
他
の
十
一
の
集
会
所
で

　

使
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

地
区
集
会
所
は
、
地
域
交
流
や
文
化
活

動
の
場
と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
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　市では、「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52頁／全カラー
刷り）を発行・発売しています。
　芦屋の自然や歴史、芦屋ゆかりの芸術・文学・文化―。
それらに触れつつ散歩を楽しめるコースの紹介、行政
の動きや統計、また市内の医療機関一覧（地図）など盛
りだくさんの情報を、写真170点のほかイラストや地図
とともにわかりやすく掲載しています。

�����　市役所北館１階行政情報コーナー・ラポ
ルテ市民サービスコーナー　���　300円
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　全市の市街図のほか、市章の由来、市の
木・市の花の紹介、市内の主な施設・窓口
案内、歴史や見て歩きマップなどを掲載し
ています。１人に１部を、市役所北館１
階行政情報コーナー、ラポルテ市民サー
ビスコーナーで差し上げています。
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叔
父
・
富
田
砕
花
は
、
私
の
父
の
妹
・

マ
チ
と
結
婚
、
子
ど
も
が
い
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
私
や
兄
弟
姉
妹
た
ち
の
面
倒

を
、
家
族
同
然
に
み
て
く
れ
た
人
で
し
た
。

　

叔
父
は
、
明
治
二
十
三
年
十
一
月
十
五

日
岩
手
県
盛
岡
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
十

代
の
こ
ろ
上
京
し
、
与
謝
野
寛
・
晶
子
の

「
新
詩
社
」
に
加
わ
り
、
同
郷
の
石
川
啄

木
と
と
も
に
歌
会
に
出
席
、
ま
た
若
山
牧

水
の
歌
誌
「
創
作
」
同
人
と
な
る
な
ど
、

歌
人
と
し
て
出
発
し
て
い
ま
す
。

　

大
正
二
年
に
は
病
を
得
、
知
人
を
頼
り

こ
の
芦
屋
で
療
養
し
た
こ
と
が
契
機
で
、

後
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
叔
母
・
マ
チ
は
東
京
の
女
高
師

（
現
御
茶
ノ
水
大
学
）卒
業
後
、
明
治
末
に

大
阪
で
就
職
し
て
い
た
父
を
頼
っ
て
来
芦
、

女
学
校
の
教
師
と
な
り
芦
屋
に
住
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
二
人
は

知
り
合
っ
て
、
大

正
九
年
に
結
婚
し

て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
年
こ
ろ
、

私
は
愛
光
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
こ
ろ
富
田
の
叔
父
も
茶
屋
芦
屋（
現
・

公
光
町
）に
住
ん
で
お
り
、幼
稚
園
の
帰
り

に
た
び
た
び
叔
父
の
家
を
訪
れ
て
は
、
お

や
つ
を
ね
だ
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

叔
父
は
い
つ
も
紺
色
の
着
物
の
着
流
し

姿
で
、
た
く
さ
ん
の
本
に
囲
ま
れ
て
の
べ
つ

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
当
時
、
大
人
の
男
の
人
が
真
昼

間
か
ら
家
に
い
た
と
い
う
の
が
、
幼
い
な
が

ら
も
不
思
議
で
、
一
体
何
を
し
て
い
る
人
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
昭
和
五
年
に
は
、

叔
父
は
北
原
白
秋
と
満
州（
中
国
）を
一
緒

に
旅
し
た
ら
し
く
、そ
の
と
き
初
め
て
見
た

ペ
チ
カ
に
感
じ
入
っ
て
い
た
と
い
う
白
秋

の
話
な
ど
も
、よ
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
七
年
こ
ろ
に
は
叔
父
た
ち
は
わ
が

家
の
す
ぐ
近
く
へ
引
っ
越
し
て
き
て
、
そ

の
こ
ろ
か
ら
い
つ
も
晩
飯
は
一
緒
、
叔
父

の
と
こ
ろ
へ
来
た
お
客
も
、
よ
く
私
の
家

で
食
事
を
共
に
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
に

登
山
家
の
藤
木
九
三
さ
ん
も
い
て
、
そ
れ

以
来
藤
木
一
家
と
わ
が
家
と
の
家
族
ぐ
る

み
の
お
付
き
合
い
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

叔
父
は
、
そ
の
こ
ろ
知
人
に
よ
く「
朝
抜

き
、昼
パ
ン
、晩
と
な
り
」と
い
う
生
活
を
し

て
い
る
と
公
言
し
て
い
て
、十
一
時
こ
ろ
に

起
き
、昼
は
神
戸
の
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
の

パ
ン
に
バ
タ
ー
は
小
岩
井
と
決
め
て
い
る

な
ど
、食
へ
の
こ
だ
わ
り
は
か
な
り
の
も
の

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
の
多

感
な
時
代
、
こ
の
叔
父
に
旅
行
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な

話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
旧
居
は
、
昭
和
九
年
か
ら
二
年

ほ
ど
谷
崎
潤
一
郎
も
住
ん
で
い
た
借
家
で

し
た
が
、
昭
和
十
二
年
こ
ろ
地
主
に
頼
ま

れ
て
私
の
父
が
買
い
取
り
、改
造
・
修
理
後
、

叔
父
夫
婦
を
そ
こ
へ
住
ま
わ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
家
も
昭
和
二
十
年
八
月
の
空
襲
で
、

住
居
の
一
部
を
残
し
、大
事
な
蔵
書
・
書

簡
・
資
料
等
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
て
い

ま
す
。一
週
間
以
上
も
燃
え
続
け
た
火
の

そ
ば
で
、炎
を
見
な
が
ら
呆
然
と
た
た
ず

ん
で
い
た
叔
父
の
姿
は
、今
な
お
ま
ぶ
た

に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

戦
後
は
、燃
え
残
っ
た
納
屋
で
生
活
し

始
め
た
叔
父
で
し
た
が
、昭
和
二
十
九
年

に
友
人
の
厚
意
に
よ
り
焼
け
跡
に
現
在
の

旧
居
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、毎
日

の
よ
う
な
本
屋
通
い
が
始
ま
り
、蔵
書
は

猛
烈
な
勢
い
で
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
九
年
十
月
十
七
日
、
そ
ん
な

う
ず
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
蔵
書
に
囲
ま

れ
て
、
叔
父
は
眠
る
が
如
く
九
十
三
歳
と

十
一
カ
月
の
人
生
を
全
う
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
富
田
砕
花
生
誕
百
二
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
顕
彰
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

今
後
と
も
叔
父
・
砕
花
の
顕
彰
を
続
け
て

い
け
れ
ば
幸
い
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　市では、市民の皆さんの写真でつづった市制施行70周年記念写
真集「芦屋の四季・70選」を発行・発売しています。
　市制施行70周年の記念として、市民の皆さんがつづった現在の
芦屋風景を、お手元に残しておかれませんか。

　記念写真集「芦屋の四季・70選」は、下記でお求めいただけます。
����　菊判・120ページ（表紙等別）／上製本・カラー印刷
����　1,000円　
����　行政情報コーナー（市役所北館１階）・
　　　　　ラポルテ市民サービスコーナー

�������	
�����

�������

�����

�

���������	
�

　芦屋に生まれ、終世この地で洋画家とし
て活動するかたわら、大阪市立美術館付設
美術研究所の設立に携わり、後進の育成に
も尽力した天王寺谷 卓三（1919-1990年）の
画業を振り返る初回顧展です。

�������	
����
���　11月27日（土）午後２時～２時30分
����第１展示室　

�������	
����������

�������	
��

���　11月19日（金）午後１時30
分～３時　���　講義室　��
�　加藤純子（歌）・沖倫子（ピア
ノ）・Ⅰ LOVE ASHIYA　����　
500円（観覧料含む）
＊歌集のないかたは、
歌集（『愛唱名歌』野
ばら社）代1,000円別

� �

����������������������

� � � � � �

�������	
�������

���　平成23年３月30日までの水・
日曜日開館／
午前10時～午
後４時〈入館
午後３時まで〉
�����
　宮川町4-12

�������	
�

�������	
������������������������
���������	
���������������������	�
	����������������

�������� � � � � � �

���　12月９日（木）午後１時30分～３時　���　ウィザスあしや　�
��　女性15人（抽選）　���　２歳～就学前児・先着８人（１人300円）〈要予
約〉　���　「現状に対する啓発」芦屋警察署生活安全課長・西村純一氏／
「護身術実技指導」県警本部術科指導担当　�����　講座名・住所・氏名・電
話（ファクス）番号、託児希望のかたは子どもの名前・年齢（月齢）を記入し、
11月30日（火）までにはがき・電話・ファクス・Ｅメールで、または窓口へ

�������	
����������

�������	
��������
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����
�����
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　芦屋は阪神間モダニズムの中心とも言える存在である
とともに、古美術骨董品の集積地としても知られます。
これら、新旧の文化が重なりあって独自なライフスタイ
ルが形成されました。住宅都市の形成はもとより、その
文化的特性について集積されたコレクションとともに女
性の社会進出の側面も取り上げています。
　また、芦屋を代表する近代建築として仏教会館の設計
図面を紹介するほか、貴志康一邸にあった「ステンドグ
ラス」を展示します。 �������	
����

��������
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　国指定を目指している弥生時代の高地性集落「会下山遺跡」（県指定史跡）の、
出土物を紹介しています。

��������	���
��������	�

�������	
���������	
������������
������
���　11月27日（土）午後１時30分～３時30分　������　篠原嘉彦当館事務局長/朗読
グループRST　���　先着30人〈予約優先〉　����　1,000円　�����　上記へ
 �������	�
���������	
�
���　11月17日～12月26日＜月曜日休館＞＊最終日は午後３時まで　���　朱雀書道会
による展示　����　良寛と貞心尼の相聞歌を書く～蓮露（はちすのつゆ）を中心として～
���������������	
��������
���　12月４日～３月５日（土）午後２時～４時　���　12月・年賀状　���　日本絵手紙協
会公認講師・坪田千鶴子氏　���　16人　����　10,000円（教材別）　�����　上記へ
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